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2023年度設置

目的・趣旨
川崎市民全員がジェンダーや包括的性教育に関する質が高く有益な情報に容易にアクセ
スできるよう貢献するとともに、ジェンダー平等や男女共同参画の実現に向けた行動が
できる市民を増やすことを目的に活動します。

活動内容と期待される成果・効果

活動①：連携基盤づくり

分科会に参加する組織や団体同士が繋がり横連携で

きる基盤や仕組みを整える。

活動②：専門家との連携

川崎市内の有識者や、市外や国外の有識者や先駆事

例との連携を図り、参加する団体で情報共有する。

活動③：各種研修依頼等のマッチング

市内外からのジェンダーやセクシュアリティに関す

る研修依頼を適切な参加団体にマッチングする。

分科会イメージ

参加する各団体が横連携する基盤となるとともに、
専門家や有識者との連携により参加団体の理解の向
上を目指す。また外部から寄せられる依頼に参加団
体をマッチングし、分科会内で蓄えた知見を外部に
波及させていく。

関連する主なゴール

成果・効果

かわさき包括的セクシュアリティ教育ネットワークCsexologue(セクソローグ)【※代表】、ジェンクロス・カワサキ【※共同代
表】

参加メンバー：２団体

川崎市がジェンダー・セクシュアリティ分野の
日本における先進地域事例となる 分科会＝横連携のプラットフォーム
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